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本年２月１日付けで附属図書館長を拝命しま

した中根と申します。私と附属図書館（本館）と

の関わりは，平成２０年に弘前大学出版会編集

長を仰せつかってからのことです。４年間にわ

たって毎週，医学部から附属図書館に通い，出版

会事務局の方々と仕事をしました。そして，４年

ぶりに附属図書館との縁が復活しました。 

私自身を振り返ると，学部学生時代には大学

附属図書館で勉強したり，所蔵図書を読んだ記

憶がほとんどありません。しかし，大学院生にな

ると，学術雑誌で自分の研究に関する参考論文

を検索するために図書館に通うようになりまし

た。さらに，博士課程に進むと，最低週１回は図

書館に行って新着ジャーナルを手にとり，関連

論文を探す習慣がつきました。教員になってか

らもこの習慣が続きました。新着雑誌のインク

の匂いや紙の手触りを楽しみつつも，関連雑誌 

 

 

 

では自分の研究が先に越されないだろうかと

ハラハラドキドキしながら，また Nature，

Science，Cell には，いつか自分の名前がある論

文が掲載される日が来ることを夢見ながら，珠

玉の時間を過ごしました。そして，実験の予定

が少ない日には，Chemical abstract や Biolog-

ical abstract などの冊子体のキーワードで論文

を検索し，面白い研究が出来るシーズはないか

と模索・夢想していたころが懐かしいです。し

かし，ここ１０年あまりは電子ジャーナルを研

究室で検索することが中心となり，図書館から

足が遠のいてしまいました。 

図書館というと，これまでは，利用者が黙々

と蔵書を検索したり，文献を調査したり，論文

やレポートを書いたり，試験勉強をしたり，と

いう静寂につつまれた重厚な雰囲気の場所で

あるというのは共通の認識であると思います。 
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元気な附属図書館であるように 
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しかし，教育手法や研究手法の変貌，そして電

子ジャーナルをはじめとする情報発信がアナロ

グからデジタル化へ進化するなど，大学附属図

書館のありかたについてはさまざまな選択肢が

生まれています。「大学の象徴の場」「研究のため

蔵書や雑誌を検索する場」「貴重資料などの資料

をみる場」「教養の源の場」「自学自修の場」「グ

ループ学習の場」「デジタル情報収集の場」など

など，それぞれの立場，経験，年齢などにより百

人百様であると思います。しかし，どれかが正し

くてどれかが間違っているというわけではなく，

どれも図書館の存在意義として正しい意見であ

ると思います。それだけ，附属図書館はさまざま

な点において重要な役割を果たしていると思い

ます。また，情報発信のデジタル化によって，図

書館機能が附属図書館の建物内だけではなく，

パソコンがある部屋，さらにそれにとどまらず

タブレットやスマートフォンなど場所を必要と

しない環境に至るまで，つまり各個人の場に図

書館がある，といっても過言ではありません。 

ここ数年，大学の教育が「パッシヴ・ラーニン

グ」から「アクティヴ・ラーニング」への転換が

推奨され，全国の国公私立大学附属図書館に

「ラーニングコモンズ」と呼ばれる学生が集

まって学修をする場が積極的に提供されるよう

になりました。本学附属図書館も改修時にラー

ニングコモンズが設置され，学生の学修や授業

などに活用されています。従って，図書館は全館

「静寂の場」から，一定区域に学生のディスカッ

ションの声が聞こえるという「議論の場」が併存

するようになりました。教育環境整備のひとつ

の成果であると思います。 

 

 

それでは，研究の場としての附属図書館はど

うなのか？附属図書館はもちろん，蔵書や貴重

資料を活用した研究の場でもあり続けることが

第一です。その一方，先ほど申し上げたとおり，

情報のデジタル化により大学キャンパスだけで

はなく個人の住居や出張先にも図書館機能が使

用できる環境になっている現在，附属図書館の

機能として研究面の充実に向けられる必要があ

ります。現に文部科学省は，各大学のオープンア

クセス及びオープンデータを含むオープンサイ

エンスの促進を奨励しています。ひとくちに

オープンアクセスと言っても，グリーンオープ

ンアクセス（グリーンロード），すなわち研究者

自身が WEB サイトや機関リポジトリでセルフ

アーカイブができれば良いですが，オープンア

クセスジャーナルに投稿するゴールドオープン

アクセス（ゴールドロード）になると，かなりの

経費を研究者が負担する場合が多く，そう単純

に行く問題ではありません。一方，オープンデー

タはビッグデータを含むサイエンスデータを

オープン化することで分野によってはきわめて

有用な武器になりますが，一大学で構築するこ

とは容易ではないと思われます。オープンサイ

エンスの遂行は，これからの附属図書館の大き

な課題のひとつです。 

いずれにせよ，附属図書館は大学の教育研究

に深く寄与する立場であり，しばしば縦割りに

なりがちな教育・研究行政の「横串の役割」を果

たすべきであると私は考えます。附属図書館の

立ち位置として，辞して待つ「静」から，満を持

した「動」への転換期であると思いますので，今

後とも全学的なご支援を賜りますよう，よろし

くお願い申し上げます。 

            （なかね あきお） 

  


